
福祉最前線
̶現場レポート̶

　「皆とおしゃべりしながら道を歩けるなんて、夢にも
思わなかった！！」。ＣＳ和の会の親睦会‘おしゃべり
会’に初めて参加したＭさんが涙ぐんで言った言葉です。
　昔の友人とは会えないけれど、発症者仲間となら一緒
にいても苦しくありません。柔軟剤を使った人が来れば
皆で息を止めて道を避けたり、煙草を吸っている人を見
かけると一斉に逃げ出したり…。言葉にしなくても同時
に察知し、同時に逃げる、こんな小さなことで分かりあ
えるのがこの上なく楽しいのです。
● 化学物質過敏症（Chemical Sensitivity：以下ＣＳ）とは
　ＣＳは、それまで体内に取り込んだ化学物質がその人
の許容量を超えた時に一気に発症すると言われていま
す。発症すると、一般に使われている柔軟剤や防虫剤、
建材、排気ガス、煙草、農薬や食品添加物などから出る
化学物質で頭痛や動悸、体の痛み、しびれ、目のかすみ、
下痢等、さまざまな不快な症状が繰り返し出現するた
め、ごく普通の人と接することも難しくなります。重症
になると学校や職場に行くことはもちろん、自宅にいる
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こともできなくなり、化学物質を避けるためにほとんど
人の住まない山奥で避難生活を送っている人もいます。
　ＣＳは平成21年に保険病名に登録されましたが、社会
的認知度が低く、周囲の無理解に苦しんでいる発症者も
少なくありません。
●セルフヘルプ・グループ（ＳＨＧ）としての活動
　当会はＣＳ発症者が自主的に運営している発症者のた
めの会です。全員が発症者で、できることには限界があ
るため、ささやかに活動を続けています。会の集まりに
は、普段自宅から出られずじっとつらさに耐えている発
症者も、参加後の数日間はダウンするのを覚悟の上で参
加します。私たちにとって仲間との語り合いは、悩みや
苦しみ、希望や勇気などの感情を共有できる貴重な癒し
の場です。また、先輩仲間たちの経験に基づいた生活の
知恵やアイデアは皆の生きる力になっています。
　当会は県社協と横浜市男女共同参画センターから、
メールボックスや会場利用の支援を受けています。ＳＨ
Ｇへの公的な機関の支援があるのは全国でも神奈川県と
横浜市だけなので、地元でセルフヘルプ活動ができる私
たちは非常に恵まれていると感謝しています。

ＣＳ和の会～化学物質過敏症の仲間たち～
代表　猿渡　温美

　平成19年に発会した化学物質過敏症発症者のセルフヘルプ・グループ
（※）です。定例の集まりでは仲間たちと悩みやつらさなど気持ちの共有
や情報交換などをしています。
※共通の悩みや問題を抱える人が、自主的に活動を行うグループ
〈連絡先〉 〒221－0835横浜市神奈川区鶴屋町2－24－2（かながわ県民センター12階メールボ

ックス№40）　URL  http://home.n01.itscom.net/wanokai/

発症者仲間たちの出会いと支えあい
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